
 

 

   

 

 

 

全国中学校体育大会では、水泳競技の５０ｍ自由形と１００ｍ自由形に出場した桜井さんは、高いレベ

ルで行われた予選を勝ち抜き、２種目とも決勝に進出しました。１００ｍ自由形の決勝では、自身が石川

県中学校体育大会で出した石川県中学校新記録を塗り替え、５７秒３７で５位に入賞しました。 

そして、卓球部は団体戦で見事に優勝しました。特に準決勝や決勝は、接戦につぐ接戦でした。先行さ

れる場面もありましたが、不屈の闘志と仲間を信じ合うチームワークで見事に勝利し、日本一！全国制覇

を果たしました！石川県勢が卓球団体を制したのは男女を通じて初めての快挙です。 

まさしく全国に「城南中旋風」を巻き起こした２０２６年の夏でした。今後も、身近にいる仲間ととも

に自分たちの可能性を信じ、勉強や部活動、学校行事に主体的に前向きに取り組んでくれることを期待し

ています。 

【卓 球 部】男子団体 優勝 
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【水泳競技】 桜井 叶花 

女子 50m 自由形  

６位：26秒 51   

女子 50m 自由形 

５位：57秒 37石川県中学校新記録 
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全中の会場に入った時、いつもの大会とは違う空気を感

じました。これまでやってきたことに自信を持ち、悲願

の優勝をすることができました。しかし、全国制覇をし

たという実感が湧きませんでした。優勝した瞬間は、日

頃お世話になっている方々や指導者、先生方、親に感謝

の気持ちでいっぱいになりました。今後も、この結果に

満足することなく、気を抜かず頑張り続けていきます。 

                   和泉 晴大 

50ｍ自由形では目標に届かず、とても悔しい思いをしま

した。しかし、これまで努力してきたことを信じ、たくさ

んの応援を力に、気持ちを切り替え、100ｍ自由形では

自己ベストを出すことができました。これからの学校生

活や競技生活では最後まで諦めず、努力し続けたいです。

普段から応援してくださる先生方、現地でも応援してく

ださった先生方、仲間、家族にとても感謝しています。         

桜井 叶花 

全中で優勝するために、練習をこれまで以上に頑張って

きました。一球一球を大切にし、練習の質を高めたこと

が全国優勝につながったと思います。そのために、色々

な方々が準備をしてくださりました。本当にありがとう

ございました。感謝の気持ちでいっぱいです。これから

は、サポートしてくれた方々に恩返しできるような学校

生活を送っていきます。 

                 角田 隼人 

全中では最後まで諦めない気持ちで取り組む大切さを学

びました。この経験から学んだことを部活動に限らず、

勉強についてもいかし、諦めず挑戦していきたいと思い

ます。これからは自分では勝てないと今まで思っていた

相手に対しても、今回優勝できたように諦めず勝てると

信じて戦いたいし、試合を任せられる信頼される人にな

っていきたいです。 

                   加能 陽翔 

決勝の舞台は空気感に圧があり、ここでプレイができる

ことは当たり前ではないと感じさせられました。全員が

一丸となって勝ち取った優勝で、感謝の気持ちでいっぱ

いです。これからの学校生活でも、一丸になることと楽

しむことを大切にしたいです。今後もこの結果で満足す

ることなく、進歩していきたいと思っています。卓球で

はどんなときでも挑戦者の気持ちで、全力で楽しみ思い

切りプレイしたいです。        篠原  新 

全中の試合は苦しい試合がとても多かったですが、チー

ムが一丸となって戦うことができました。苦しい場面で

もチームのみんなが一丸となって、どんな困難も乗り越

えるという全中でした経験を学校生活でも、いかしてい

きたいです。この先の選抜大会、来年の全中に向け、

日々感謝の気持ちを忘れず、また全国優勝できるように

練習します。 

                 長岡  潤 

選手として試合に出ることが少なかったけど、選手をサ

ポートすることと応援することを頑張り、その大切さを

学びました。普段から応援してくれている方々、支えて

くれている方々のおかげで全国優勝できたと思っていま

す。感謝の気持ちを忘れず、これからの学校生活を送っ

ていきたいです。また、来年の全中では選手として試合

に出られるよう、日々努力していきます。 

                   大角 泰生 

自分はダブルスで出場しました。準決勝のデュースの場

面は、９対９ととても苦しい展開になりました。しかし、

最後まで粘り強くプレイして、勝つことができ、チームに

貢献することができたのでよかったです。今回の全中で

学んだ「最後まであきらめない粘り強さ」、「仲間を大切に

すること」を学校生活に生かしていきたいです。 

                 平塚  亘 

全中までの期間を全力で練習を頑張ってきました。その

結果、全国優勝することができて本当によかったです。

この優勝は自分たちの努力だけではなく、周りの方々か

らの応援もとても大きな力と励みになりました。この結

果に満足するのではなく、もっと練習してさらによい結

果を出せるように努力し続けたいと思います。 

                 山本 結心 

９月１日（火）全中報告会より 


